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ス ウ ェ ー デ ン 概 況 

ジェトロ調査部（最終更新日：2026年 7月 31日） 

一般的事項 

 

国・地域名：スウェーデン王国 Kingdom of Sweden 

 

面積：約 45万平方キロメートル 

 

人口：1,060万 8,128人（2026年 5月、出所：スウェーデン統計局） 

 

首都：ストックホルム、人口 99万 9,713人（2026年 3月 31日、出所：同上） 

 

公用語：スウェーデン語 

 

宗教：プロテスタント福音ルーテル派が多い 

 

基礎的経済指標 

 

GDP（名目）：6,689億 9,900万ドル（2025年） 

6兆 5,70億スウェーデン・クローナ（2025年）（出所：IMF） 

 

1 人当たり名目 GDP：6万 2,662 ドル（2025年、推計値、出所：IMF） 

                                    

貿易（2025年）：（出所：ユーロスタット、現地通貨建てをドル換算） 

輸出（FOB）：2,069億 5,783万ドル 

主要品目：機械類（15.6％）、鉄道以外の輸送機器（13.0％）、電気機器

（9.5％）、医療用品（7.2％）、鉱物性燃料（6.6％） 

主要輸出先：ドイツ（9.9％）、ノルウェー（9.0％）、米国（8.0％）、デンマーク

（7.0％）、フィンランド（6.5％） 

 

輸入（CIF）：2,023億 9,574万ドル 

主要品目：機械類（13.4％）、電気機器（13.1％）、鉄道以外の輸送機器

（11.2％）、鉱物性燃料（8.3％）、医療用品（4.2％） 

主要輸入先：ドイツ（15.9％）、オランダ（11.1％）、ノルウェー（8.9％）、デン

マーク（6.7％）、中国（6.0％） 

 

外貨準備高：565億 4,058万ドル（2025年 12月、出所：IMF） 

 

外国直接投資受入残高：4,261億 7,848万ドル（2024年末、出所：IMF） 

 

通貨単位：スウェーデン・クローナ（SEK） 

 

為替レート：1 ドル＝9.82スウェーデン・クローナ 

1ユーロ＝11.07スウェーデン・クローナ 

1スウェーデン・クローナ＝15.23円 

（2025年平均、出所：スウェーデン国立銀行） 

経済動向 

1. 政府が 2026年 6月 17日に発表した経済見通しによると、2025年の実質GDP成長率は 1.5％だった。

世界経済の不確実性、世界需要の低下に伴う家計と企業の先行きに対する悲観論により、国内経済の

回復はやや鈍化し、2024年の 2.0％を下回った。一方、2026年の回復の兆しは見えているとして、実質

賃金の引き続きの上昇や、財政支援策、低インフレ率によって家計消費は引き続き堅調に推移すると予

想する。家計消費の拡大や投資の増加を背景にGDP成長率を 2026年1.8％、2027年2.2％と予測し、

景気回復が加速するとの見通しを示した。2026 年 6 月の失業率は 8.7％と高い水準が続いているが、

2026 年下期以降は、雇用増加と失業率の緩やかな低下により労働市場の状況は改善に向かい、2028

年には経済は安定した状態になると見込まれている。 

2. 2026年 4月～2027年 12月 31日までの暫定措置として、食品の VAT減税を実施（12％から 6％に減

税）。食品価格の下落を受け、2026 年 4 月の消費者物価指数（CPI）上昇率は前年同月比でマイナス

0.1％とマイナスに転じたが、イラン情勢を背景に、燃料や肥料の価格が世界的に急騰していることを踏

まえ、今後食品価格が高騰するリスクがあり、食品価格の下落は一時的な現象となる可能性もある。 

3. スウェーデン国立銀行（中銀）によると、2014 年 10 月の政策金利は 0.00％、2015 年 2 月にマイナス金

利に突入し、2016 年 2 月にはマイナス 0.50％まで引き下げた。中銀は、今後、政策金利を徐々に引き

上げるとしていたが、物価上昇率が目標（2％）に到達していないことから、利上げを延期していた。その

後、物価上昇率の目標水準での推移が確認され、2019 年 1 月になり、マイナス 0.25％に引き上げを実

施。一方、経済が低成長局面に入ったことから、更なる政策金利引き上げは先延ばしされるものとみら

れていたが、2020 年 1 月に 0.00％に引き上げられ、5 年間続いたマイナス金利に終止符が打たれた。

2022年5月～2023年9月は政策金利の引き上げを実施。2023年9月～2024年4月は 4.00％と、2008

年以来の高水準を更新した。2016年 2月以来、約 8年ぶりとなる利下げ（3.75％）に踏み切った 2024年

5月以降引き下げが続き、2026年 6月の政策金利は 1.75％となった。 

4. 北大西洋条約機構（NATO）加盟後初となる議会選挙、地方選挙が 2026 年 9 月 13 日に同日開催され

る。移民問題、経済・福祉対策、エネルギー・気候変動、防衛力が主な争点。 

 

スウェーデンの主要経済指標 

（*前年比、％） 

  2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 

実質GDP成長率* 5.2 1.3 △0.2 2.0 1.5 

 個人消費* 5.7 2.8 △1.6 1.4 1.9 

 政府消費支出* 3.4 0.7 1.0 1.0 1.0 

 総固定資本形成* 6.8 0.2 0.1 △0.6 2.1 

 輸出（財・サービス）* 11.6 6.1 2.6 2.9 3.8 

 輸入（財・サービス）* 13.4 9.8 △0.6 1.4 4.3 

財政収支（対GDP比） △0.2 1.0 △0.9 △1.5 △1.3 

一般政府債務残高（対GDP比） 37.2 34.4 32.2 34.2 35.1 

消費者物価上昇率（年平均）* 2.7 8.1 5.9 2.0 2.6 

失業率（年平均） 8.9 7.5 7.7 8.4 8.8 

貿易収支（100万ドル） 26,037  10,560  17,896 22,743 20,271 

経常収支（100万ドル） 39,420 23,134 36,019 41,477 40,508 

出所：EU統計局（ユーロスタット）、貿易収支・経常収支のみ IMF  

政治体制 

政体：立憲君主制 

元首：カール 16世グスタフ国王（Carl XVI GUSTAF、1973年即位） 

議会制度：―院制、349議席、任期 4年、2022年 9月 11日総選挙 

政党： 

与党：スウェーデン民主党 70、穏健党（保守党）66、キリスト教民主

党 19、自由党 16 

野党：社会民主労働党 106、中央党 24、左翼党 21、緑の党 18、無

所属 9 

 

内閣（主要閣僚）：2026年 7月現在 

首相：ウルフ・クリステション（Ulf KRISTERSSON） 

気候・環境相：ロミーナ・ポルモクタリ（Romina POURMOKHTARI） 

外務相：マリア・マルメル・ステネルガード（Maria Malmer 

STENERGARD） 

財務相：エリサベト・スバンテッソン（Elisabeth SVANTESSON） 

エネルギー・企業・産業担当相：エバ・ブッシュ（Ebba BUSCH） 

（出所：スウェーデン政府） 

 

二国間関係 

貿易額 （単位：100万ドル） 

 日本の輸出 日本の輸入 収支 

    

2021年 1,330 3,168 △1,838 

2022年 1,440 3,424  △1,984 

2023年 1,693 2,788 △1,095 

2024年 1,500 3,037 △1,537 

2025年 1,403 3,247 △1,843 

出所：財務省｢貿易統計｣よりジェトロ作成。2021～2024年は確定値、

2025年は確々報値。 

 

対日貿易の主要品目（構成比）：2025年 

日本の輸出：輸送用機器（50.2％）、一般機械（9.3％）、電気機器

（8.6％）、再輸出品（7.6％）精密機器類（6.1％）、 

日本の輸入：医薬品（ 38.5％）、電気機器（13.9％）、一般機械

（11.0％）、木材及びコルク（7.9％）、輸送用機器（7.4％） 

備考：2025年、カッコ内は構成比 

出所：同上 

 

日系企業進出状況：162社（2024年 10月 1日現在） 

出所：外務省「海外進出日系企業拠点数調査 2024年」 

 

在留邦人数：4,911人（2025年 10月 1日現在） 

出所：外務省「海外在留邦人数調査統計」 
 


